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３ 情報発信部

平成２７年１２月，中央教育審議会によって「新しい時代の教育や地方創生の実現に

向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について」「チームとしての

学校の在り方と今後の改善方策について」の各答申がとりまとめられ，従来から進めら

れてきた「開かれた学校づくり」に加えて，地域の人々と学校が教育目標やビジョンを

共有して協働する「地域とともにある学校づくり」の必要性が示された。学習指導要領

改訂に当たっては，子供たちに求められる資質能力とは何かを社会と共有し，連携する

「地域に開かれた教育課程」を重視することが強く示されている。このことを踏まえて

本校では情報発信部が中心となって以下の３点に重点を置いて学校と地域社会の協働を

目指した取組を継続してきた。

①校内研究の成果・課題，授業実践の様子の発信

本校の学校ホームページ（http://www.kesennuma.ed.jp/kesennuma-syou/）には研究

紀要全文，児童の学びの様子，職員の授業づくりに関する研修会の様子等を掲載し，保

護者や地域の方に本校の取組を広く知っていただくように努めてきた。民生児童委員の

方や防犯協会の方にもホームページを紹介し，本校の教育活動に興味を持っていただく

ようにしている。ホームページへのアクセス数は日増しに増えてきており，保護者や地

域の方々の教育活動への関心が高まってきていると考えられる。

②家庭学習の啓発

本研究の視点２「自ら学ぼうとする学習意欲の構築」を受け，本校では授業での学び

と家庭での学びを関連付けることを重視して家庭学習に取り組ませるようにしてきた。

家庭学習の時間の目安は低学年３０分，中学年４５分，高学年６０分と設定し，児童は

宿題と自主学習に取り組むこととしている。学習内容の記録を累積していく「気小っ子

はなまるカード」には担任や保護者から児童への励ましのコメントを記入するようにし

てきた。

【資料１ 気小っ子はなまるカード（下学年用）】
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【資料２ 気小っ子はなまるカード（上学年用）】

授業と家庭学習の関連のさせ方については具体的な家庭学習の内容を指導計画に記

述するようにし，授業での疑問をさらに追究させたり，家庭学習での児童の気付きや

疑問を教師が見取り，次の日の授業の課題設定の場面につなげたりするようにした。

学年によっては優れた内容の自主学習ノートを掲示し，家庭学習の内容の充実や質の

向上を図った取組も行うようにしてきた。

【資料３ 単元の指導と評価の計画】

学習時間とテレビやゲームを使っ

た時間を記録する。テレビやゲーム
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③小中連携事業の拡充

本校ではこれまで小・中学校の生徒指導上の連携を進め，中１ギャップの解消に努めて

きた。今年度は事業の拡大を図り，従来の計画のほかに以下のような計画を加え，学力向

上面での連携を強めるようにしてきた。

時期 内容 小学校の準備 中学校の準備

５月 ・家庭学習メニュー ・小学生分の学習メニューの ・中学生分の学習メニューの

の例示の統一 整理 整理

・各家庭への配付 ・各家庭への配付

５月 ・学習ルールの共有 ・研究主任会（５／１１）で ・研究主任会（５／１１）で

情報交換 情報交換

６月 ・小中連携事業① ・授業参観 ・授業提供（略案準備）

（６月１日） ・グループ討議への参加 ・グループ討議への参加

６月 ・授業研究会 ・授業提供 ・授業参観

（６月１４日） ・指導案集の準備 ・事後検討会への参加

※気小指導主事訪問 ・分科会等の運営

７月 （小・中・学園との ・１学期の様子の報告準備 ・１学期の様子の報告準備

合同懇談会） ・特に情報交換が必要な児童 ・特に情報交換が必要な生徒

※生徒指導部のみ のピックアップ のピックアップ

９月 ・授業研究会 ・授業提供 ・授業参観

（９月１日） ・指導案集の準備 ・事後検討会への参加

※気小指導主事訪問 ・分科会等の運営

９月 ・授業研究会 ・授業参観 ・授業提供

～ ・事後検討会への参加 ・指導案集の準備

10月 ・分科会等の運営

10月 ・授業研究会 ・授業参観 ・授業提供

（１０月４日） ・事後検討会への参加 ・指導案集の準備

※気中指導主事訪問 ・分科会等の運営

11月 ・授業研究会 ・授業提供 ・授業参観

（１１月１日） ・指導案集の準備 ・事後検討会への参加

※気小公開研究会 ・分科会等の運営

11月 ・小中連携事業② ・学力向上研修会 ・学力向上研修会

（１１月２７日） （千葉科学大学より講師招へい）

連携事業の際には小・中の職員を学習状

況改善グループ，生徒指導グループ，特別

支援グループ，心のケア・保健教育グルー

プの４つに分けて情報交換した。

今年度は学習状況改善グループが中心に

なって家庭学習の手引きを合同で作成し，

活用している。また，互いの学校の研究成

果物を授業実践の場で活用していくことで

９年間をかけた学力向上の実現に迫ろうと

考えている。

【写真１ 情報交換会の様子】
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～自主学習のすすめ～
気仙沼小学校・気仙沼中学校

小学校と中学校では，児童生徒のみなさんに自主学習に取り組むように声掛けしています。

ですが，「宿題プリントなら勉強しやすいけれど，自主学習はちょっと…」という姿も見られま

す。

そこで，小学校と中学校の先生たちで相談し，下の表のように学習内

容の例を整理しました。授業だけでなく，おうちでも毎日机に向かって

学習することはとても大切なことです。授業の予習や復習に取り組み，

学ぶ楽しさをどんどん味わっていきましょう！

教科 小学生 中学生

・教科書を読み，ノートに書き写す。 ・目標を決めて，漢字の読み書きの練習を

・教科書で使われている言葉の意味を調 する。

国語科 べてノートに整理する。 ・新聞のコラムを読んで，ノートに書き写

・調べた言葉を使って短文を作る。 し，自分の考え，意見，感想を書き加え

・作文や日記を書く。 る。

・宮城県や気仙沼市の産業について調べ ・ワークの問題を繰り返し解く。

てノートにまとめる。 ・専門用語の意味を説明できるように文章

社会科 ・気になった新聞記事を切り取ってノー でまとめる。

トに貼り，感想を書く。 ・専門用語を漢字で正しく書くことができ

・できごとを年表や図に整理する。 るように覚える。

・授業でやった問題をもう一度解く。 ・ワークの問題を繰り返し解き，間違えた

・作図をしてコンパスや三角定規をどの 問題を分析する。

算数科 ように使ったかを書き込む。 ・身の回りで数学が生かされていること，

・ ・問題の解き方を図や言葉，記号等を使 活かせそうなことを見付け，ノートにま

数学科 って整理する。 とめる。

・自分で問題を作って解く。 ・自分で問題を作って解く。

・「みやぎ単元問題ライブラリー」の問 ・「みやぎ単元問題ライブラリー」の問題

題を解く。 を解く。

・家の周りの生き物や植物の観察をして ・ワークの問題を繰り返し解く。

気付いたことを記録する。 ・授業で行った実験を基に考察をノートに

理科 ・授業で行った実験を振り返り，手順や まとめる。

結果をノートに整理する。 ・自然事象について，自分で計画を立てて

・天気の様子を数日間記録する。 実験し，結果の考察をする。

・ローマ字を正しく書く練習をする。 ・ワークの問題を繰り返し解く。

・授業で使った英語の文をノートに書い ・英単語を正しく書く練習を重ね，覚えた

外国語 て家族の前で声に出して かどうかを自分でチェックする。

（英語） 読む。 ・教科書の英文を声に出して何度も読み込

む。

※この表は宮城県教育委員会「家庭での学びのすすめ」を基に小中で連携して作成しました。

【資料４ 気仙沼中学校と共同作成した配布物】


